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地球市民講座
「中村哲医師を支えた看護師 藤田千代子講演会」を開催

3月23日（土）に、地球市民講座「アフガニスタンの砂漠を緑に変えた 中村哲医
師を支えた看護師 藤田千代子講演会」を開催しました。
パキスタンのペシャワールでハンセン病治療などの医療支援を始めた中村哲医
師の講演を聞いて、マザーテレサに憧れていた藤田千代子さんは1990年から現
地で共に活動を始めます。その後、大干ばつに襲われたアフガニスタンでは井戸
の掘削や灌漑用水路の建設にも共に取り組み、砂漠に緑を蘇らせ、多くの人々の
命と生活を救ってきました。

　藤田さんは、最初にペシャワールに赴任され
た時のこと、爆撃の中で食料支援を続けた話、
そして、2019年に中村哲医師が凶弾に倒れた
後も遺志を引き継いでアフガニスタンで続け
ている用水路の建設とその成果を、現地の写
真を交えて話してくださいました。建設現場でレントゲンを読む中村哲医師
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